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故障・診断チェック表
処置をおこなっても改善されない場合や原因が特定できない場合や該当する現象がない場合は、
お買い求めの販売店までご連絡ください。

●燃焼中「カチカチ」音がすることがありますが、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。
●表中の　　表示は「デジタル表示」（エラー表示）を示します。
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現　象

原　因

処　置　方　法

電源プラグをコンセント
に差し込んでいない

電源プラグをコンセントに
差し込んでください

停電した

対震自動消火装置が
作動した
油タンク、油受け、
油受けざらに水が
入っている

油タンクに灯油が
ない

灯油が給油のときに
こぼれた

不良灯油を使用した

配線不良がある

コントローラー不良

ねじ類の締めつけ不良
組み立て不良

給油口口金が間違って
いる

フレームロッド不良

電磁ポンプ不良

点火ヒーター不良

排気筒接続不良

停電復帰後点火し直して
ください

再点火操作をしてください

水混入の灯油をしっかり
抜いてください

販売店までご相談ください

販売店までご相談ください

こぼれた灯油をきれいに
ふき取ってください

灯油を入れてください

　　　　　  〃

　　　　　  〃

　　　　　  〃

　　　　　  〃

　　　　　  〃

排気筒の接続を確認して
ください

正しい給油口口金を取付けて
ください

省電力機能が作動した 操作部のいずれかの
ボタンを押してください
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故障・異常の見分けかたと処置方法
修理を依頼される前に調べていただきたいこと

状　　　　　　　態 説　　　　　　　明

●修理を依頼される前に下表の内容を確認してください。
　下表のような状態は故障ではありません。

点

火

・

消

火

時

燃
焼
時

製品の塗料やパッキン、燃焼部に付着した油や
ほこりなどが焼けるためです。

初めて使用するとき、けむりやにおいが出る。

不快な冷風を出さないためであり、ストーブ内部が
暖まると自動的に出ます。

点火してもすぐ温風がでない。

ポンプ内に空気が混入しているためです。
しばらくすると止まります。

初めて使用するときは、電磁ポンプの
振動音が大きい。

熱交換器の一部がうす赤く赤熱する。

点火・消火時に「キシミ音」がする。 加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。

ときどき黄色い炎がでる。 異常ではありません。

「カチカチ」時計のような音がする。 電磁ポンプの運転音です。

異常ではありません。

法定点検（長期使用製品安全点検制度）

※上記部品は経年劣化により不具合が発生するおそれのある箇所に関する部品であり、補修用性能部品
（製品の機能を維持するために必要な部品）とは異なります。

　なお補修用性能部品の保有期間は製造打切り後７年です。

【点検の結果必要になると見込まれる部品の保有期間】

【本製品の清掃その他日常的におこなうべき保守の内容及びその方法】
●本製品を安全にご使用いただくためには、お客様においても日常的に清掃や安全確認をおこなって

いただくようお願いいたします。
●本製品の取扱説明書19ページ「７点検・手入れ」に記載の方法で清掃や安全確認をおこなってください。
●清掃や異常を感じた場合の措置をおこなう際には、製品の運転スイッチを「切」にして電源プラグを

抜いてからおこなってください。
●本製品の取扱説明書24ページ「 10 故障・異常の見分けかたと処置方法」に基づいて調べて異常が

生じた場合は、直ちに使用を中止してお買い求めの販売店に連絡してください。

点検項目

（1）燃焼制御装置
（2）安全装置
（3）過熱防止装置
（4）給排気経路
（5）燃焼状態

炎検知装置
対震自動消火装置、不完全燃焼防止装置
バイメタルスイッチ
給排気筒、給排気管
熱交換器、点火ヒーター、燃焼リング

部品名 保有期間
１０年
１０年
１０年
１０年
１０年

整備用部品

10

9
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故障・診断チェック表
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エラー表示 原　　　因 処　置　方　法

●省電力機能が作動しました。 ●操作部のいずれかのボタンを押してください。全消灯

●約 5分後に自動的に通常運転にもどります。●クリーニング燃焼中。
　（約 5分間カウントダウンします。）

●点検時期になりました。

点滅

部品交換のしかた

保管（長期間使用しない場合）

注意
★分解修理の禁止
故障、破損したら使用しないでください。
不完全な修理は、危険です。

短期間に消耗する部品は特にありませんが、燃焼リング、電磁ポンプ、点火ヒーター、パッキンなどの
交換部品が必要な場合は、お買い求めになった販売店にご相談ください。
●部品交換の際は、必ずトヨトミ純正の補修部品をお使いください。純正の部品以外を使用して万一
故障や事故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。

不完全な修理は危険です。修理をお受けになる場合は、財団法人日本石油燃焼機器保守協会でおこなう
技術管理講習会修了者（石油機器技術管理士）などのいる販売店で修理されることをおすすめします。

●ストーブを保管する場合は、「７点検・手入れ」の項を参照して、ストーブの手入れをしてから
保管してください。また、いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。
●格納・保管場所は、湿気・火気・高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかもストーブの
上には重量物をのせたり、人がのったりしないよう配慮してください。

ストーブを長期間使用しないで保管するときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。1
ストーブを使用する季節が終り格納するときは、油タンク、油受けざら内の灯油を市販の給油ポンプ
等で全部抜き取ってください。
（「７点検・手入れ」の 油受けざらの掃除 参照）

2

ストーブや油タンクの表面をふいてください。
●固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤で汚れを取り、乾いた布で水気をふき取ってください。
●シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装が変色したり、危険です。

3
本体にほこりがたまらないよう、適当なカバーをかけてください。4
附属品と「取扱説明書」・「工事説明書」・「保証書」も紛失しないよう同時に保管してください。5

油タンク、油受けざらに灯油が残っていると、錆びたり、穴があいたりする原因になります。
お願い

●９ 法定点検（長期使用製品安全点検制度）を参照して
ください。

分解禁止

12

11

故障・異常の見分けかたと処置方法

デジタル表示（エラー表示）の見方
ストーブの運転中に異常が起こり消火した場合、下記のように、デジタル表示部に「エラー表示」しますので処置をしてください。

エラー表示 原　　　因 処　置　方　法
●運転中に電源が切れました。
●タイマー点火待機中に電源が切れました。
　（停電安全装置が作動）

●電源プラグの差し込みを確認し、再点火操作をしてください。

●点火安全装置が作動しました。 ●販売店まで連絡してください。

●販売店まで連絡してください。

●販売店まで連絡してください。

●販売店まで連絡してください。

●販売店まで連絡してください。

●対震自動消火装置が作動しました。 ●作動した原因を取り除き、再点火操作をしてください。

●運転中に消火しました。

●ブロアモーターが故障しました。

●過熱防止装置が作動しました。 ●本体温度が充分下がるのを待って、ファンフィルターを掃除し、
再点火操作をしてください。

●バーナーサーミスタが断線しました。
●バーナー内に灯油がたまりました。

●着火ミスを 3回しました。

●再点火操作時に炎を検知しました。 ●しばらく待ってから再点火操作をしてください。

●排気筒がはずれました。 ●排気筒を点検して接続を確認し、再点火操作をしてください。

●不完全燃焼防止装置が故障しました。 ●販売店まで連絡してください。

●室温が36℃以上になりました。
●ルームサーミスタの取り付け位置が
よくありません。

●ルームサーミスタの取り付け位置を確認し、適切な位置に
移動させてください。

●灯油を給油してから再点火操作をしてください。
●油受けの掃除をしてください。

給油ランプ点滅
●油タンクの灯油がなくなりました。
●タイマー点火時刻が設定されていません。●運転スイッチを「切」にして、タイマー点火時刻を設定して

ください。バー表示点滅

●販売店まで連絡してください。●室温がー10℃以下になりました。
●ルームサーミスタの不良、断線、または
配線抜けです。

●不完全燃焼防止装置が作動しました。 ●部屋の換気をした後、ストーブ本体が充分に冷えてから、
機器の損傷、給排気筒のはずれなど異常のないことを確認し、
再点火してください。

●不完全燃焼防止装置が連続作動して、
不完全燃焼通知機能がはたらきました。

●上記処置をおこなった後、電源プラグを差し直して再点火して
ください。処置をしても繰り返し作動するときは、販売店まで
連絡してください。

●さらに不完全燃焼防止装置が連続作動して、
再点火防止装置がはたらきました。

●販売店まで連絡してください。

10
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エラー表示 原　　　因 処　置　方　法
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等で全部抜き取ってください。
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2

ストーブや油タンクの表面をふいてください。
●固くしぼった濡れ雑巾や、薄めた中性洗剤で汚れを取り、乾いた布で水気をふき取ってください。
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故障・異常の見分けかたと処置方法

デジタル表示（エラー表示）の見方
ストーブの運転中に異常が起こり消火した場合、下記のように、デジタル表示部に「エラー表示」しますので処置をしてください。
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据付け・移設について

●据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準があります。工事説明書の
「安全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店または据付業者とよくご相談してください。
●標準据付け例については工事説明書を参照してください。

●据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。

据付け場所の選定及び標準据付け例

据付け・移設工事は販売店に依頼する

アフターサービス

注意
★分解修理の禁止
故障、破損したら使用しないでください。
不完全な修理は、危険です。

●添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。
　記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。
●保証期間はお買い求めの日より 3年間です。

●「 10 故障・異常の見分けかたと処置方法」に従って、お調べください。直らないときは、ご使用を中止し、
必ず電源プラグを抜いてから、お買い求めの販売店にご連絡ください。
●ご連絡いただきたい内容は次の通りです。
　　①品名…FF式石油暖房機（密閉式石油ストーブ）
　　②型式の呼び…〔例〕FF-S36GT
　　③お買い求め年月日
　　④故障の状況（できるだけ具体的に）　　　
　　⑤おなまえ，おところ，電話番号
●修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店が修理させていただきます。
●保証期間が過ぎているときは、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。
●修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。

●密閉式（ＦＦ式）石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打切り後 7年です。
●補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。

●このストーブは電源周波数50、60Hz とも同一仕様です。
●電源周波数の異なった地域への転居でもそのままお使いいただけますが、高地への転居、高地からの転居は
再調整が必要です。工事説明書の　高地仕様への変更のしかた　を参照してください。

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項・注意事項および通常使用に反して
使用された場合の故障、事故につきましては、保証いたしません。

保証について

修理を依頼するとき

補修用性能部品について

転居される場合
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分解禁止

●給排気筒を延長する場合は、３m３曲がり以下で取付けられる場所を選定してください。
給排気筒を延長する場合の注意

人　感　セ　ン　サ　ー

不完全燃焼防止装置
青
黒
白

不完全燃焼防止装置
青
黒
白

仕様
型 式 の 呼 び
種 類
点 火 方 式
使 用 燃 料
燃 焼 状 態

燃 料 消 費 量

発 熱 量
熱 効 率
暖 房 出 力
油 タ ン ク 容 量

外 形 寸 法

質 量
電源電圧及び周波数

定 格 消 費 電 力

給排気筒の型式の呼び
給排気筒の呼び径
給排気筒の壁貫通部の孔径
排 気 温 度
電 流 ヒ ュ－ズ
安 全 装 置
附 属 品

FF-S45GT
密閉式石油スト－ブ・ポット式・強制給排気形・強制対流形

電気点火
灯油（JIS１号）

100V　50/60Hz

WT－320－4040
D40

70～80㎜
260℃以下
4 A

対震自動消火装置・不完全燃焼防止装置・点火安全装置・停電安全装置・過熱防止装置・燃焼制御装置
壁固定金具（1セット）・標準給排気筒セット（1セット）・木ねじ（1本）

FF-S36GT

5.0L
高さ555㎜・幅440㎜・奥行310㎜

（置台を含む）
17㎏

点火時250/250W　燃焼時27/24W
待機時1.2/1.1W

最大680/680W（点火初期時に短時間発生）

7.0L

高さ600㎜・幅496㎜・奥行339㎜（置台を含む）

20㎏

点火時250/250W　燃焼時52/47W
待機時1.2/1.1W

最大680/680W（点火初期時に短時間発生）

FF-S55GT

最　大
4.19kW

（0.407L/h）
15080kJ/h
86.0％
3.60kW

最　小
1.43kW

（0.139L/h）
5149kJ/h
86.0％
1.23kW

最　大
6.40kW

（0.622L/h）
23040kJ/h
86.0％
5.50kW

最　小
2.19kW

（0.213L/h）
7890kJ/h
86.0％
1.88kW

最　大
5.24kW

（0.509L/h）
18850kJ/h
86.0％
4.50kW

最　小
1.79kW

（0.174L/h）
6445kJ/h
86.0％
1.54kW

■送油経路図

■配　線　図
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アフターサービスについてわからない場合は、お買い求めの販売店、または、下記 お客様相談窓口 まで
お問い合わせください。

故障・修理の際の連絡先

フリーコール　0120-104-154
■受付時間：平日（月曜～金曜）：午前9時～午後5時（土・日・祝日は除く）

お客様相談窓口

同圧ホース



2928

据付け・移設について

●据付けについては、火災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準があります。工事説明書の
「安全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店または据付業者とよくご相談してください。
●標準据付け例については工事説明書を参照してください。

●据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。

据付け場所の選定及び標準据付け例

据付け・移設工事は販売店に依頼する

アフターサービス

注意
★分解修理の禁止
故障、破損したら使用しないでください。
不完全な修理は、危険です。

●添付しております保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。
　記載内容をご確認のうえ大切に保管してください。
●保証期間はお買い求めの日より 3年間です。

●「 10 故障・異常の見分けかたと処置方法」に従って、お調べください。直らないときは、ご使用を中止し、
必ず電源プラグを抜いてから、お買い求めの販売店にご連絡ください。
●ご連絡いただきたい内容は次の通りです。
　　①品名…FF式石油暖房機（密閉式石油ストーブ）
　　②型式の呼び…〔例〕FF-S36GT
　　③お買い求め年月日
　　④故障の状況（できるだけ具体的に）　　　
　　⑤おなまえ，おところ，電話番号
●修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店が修理させていただきます。
●保証期間が過ぎているときは、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただきます。
●修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。

●密閉式（ＦＦ式）石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造打切り後 7年です。
●補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。

●このストーブは電源周波数50、60Hz とも同一仕様です。
●電源周波数の異なった地域への転居でもそのままお使いいただけますが、高地への転居、高地からの転居は
再調整が必要です。工事説明書の　高地仕様への変更のしかた　を参照してください。

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項・注意事項および通常使用に反して
使用された場合の故障、事故につきましては、保証いたしません。

保証について

修理を依頼するとき

補修用性能部品について

転居される場合

15

14

分解禁止

●給排気筒を延長する場合は、３m３曲がり以下で取付けられる場所を選定してください。
給排気筒を延長する場合の注意

人　感　セ　ン　サ　ー

不完全燃焼防止装置
青
黒
白

不完全燃焼防止装置
青
黒
白

仕様
型 式 の 呼 び
種 類
点 火 方 式
使 用 燃 料
燃 焼 状 態

燃 料 消 費 量

発 熱 量
熱 効 率
暖 房 出 力
油 タ ン ク 容 量

外 形 寸 法

質 量
電源電圧及び周波数

定 格 消 費 電 力

給排気筒の型式の呼び
給排気筒の呼び径
給排気筒の壁貫通部の孔径
排 気 温 度
電 流 ヒ ュ－ズ
安 全 装 置
附 属 品

FF-S45GT
密閉式石油スト－ブ・ポット式・強制給排気形・強制対流形

電気点火
灯油（JIS１号）

100V　50/60Hz

WT－320－4040
D40

70～80㎜
260℃以下
4 A

対震自動消火装置・不完全燃焼防止装置・点火安全装置・停電安全装置・過熱防止装置・燃焼制御装置
壁固定金具（1セット）・標準給排気筒セット（1セット）・木ねじ（1本）

FF-S36GT

5.0L
高さ555㎜・幅440㎜・奥行310㎜

（置台を含む）
17㎏

点火時250/250W　燃焼時27/24W
待機時1.2/1.1W

最大680/680W（点火初期時に短時間発生）

7.0L

高さ600㎜・幅496㎜・奥行339㎜（置台を含む）

20㎏

点火時250/250W　燃焼時52/47W
待機時1.2/1.1W

最大680/680W（点火初期時に短時間発生）

FF-S55GT

最　大
4.19kW

（0.407L/h）
15080kJ/h
86.0％
3.60kW

最　小
1.43kW

（0.139L/h）
5149kJ/h
86.0％
1.23kW

最　大
6.40kW

（0.622L/h）
23040kJ/h
86.0％
5.50kW

最　小
2.19kW

（0.213L/h）
7890kJ/h
86.0％
1.88kW

最　大
5.24kW

（0.509L/h）
18850kJ/h
86.0％
4.50kW

最　小
1.79kW

（0.174L/h）
6445kJ/h
86.0％
1.54kW

■送油経路図

■配　線　図

青 給　油　装　置

人　感　セ　ン　サ　ー

電源 黒 赤

緑

白

黄

赤

青

灰

点火ヒーター

給排気筒トップ

フレームロッド

ア　　ー　　ス

過熱防止装置 90℃

FF-S36GT

対震自動消火装置

ルームサーミスタ

バーナーサーミスタ

ホ　ー　ル　I　C

ファンモーター

ブロアモーター

電　磁　ポ　ン　プ

操　作　基　板

茶
赤
橙
黄

白

　黒

　緑

赤
白
青

青
白
黒

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

給　油　装　置

電源 黒 赤

緑

白

黄

赤

青

灰

点火ヒーター

給排気筒トップ

フレームロッド

ア　　ー　　ス

過熱防止装置 80℃

FF-S45GT・FF-S55GT

対震自動消火装置

ルームサーミスタ

バーナーサーミスタ

ホ　ー　ル　I　C

ファンモーター

ブロアモーター

電　磁　ポ　ン　プ

操　作　基　板

茶
赤
橙
黄

白

　黒

　緑

赤
白
青

青
黄
灰
青
白
黒

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー

13

アフターサービスについてわからない場合は、お買い求めの販売店、または、下記 お客様相談窓口 まで
お問い合わせください。

故障・修理の際の連絡先

フリーコール　0120-104-154
■受付時間：平日（月曜～金曜）：午前9時～午後5時（土・日・祝日は除く）

お客様相談窓口

同圧ホース



●据付けが終りましたら、もう一度、工事説明書の「安全のために必ずお守りください」をお読みになり、
工事説明書に記載されている通り据え付けられているかどうかを確認してください。

●試運転は、販売店または据付業者とご一緒に必ずおこなってください。

「４使用前の準備」の 給油のしかた、点火前の準備と確認 に従って運転準備をしてください。1
「５使いかた」に従って運転させてください。1

正常運転の目安
●正常運転時のバーナーの炎の色は、黄火がときどきまじる青炎です。3

「５使いかた」の 消火のしかた に従って消火操作をしてください。

初期運転時の異常現象
ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパッキンなどが焼けることによって、においや
煙が出る場合があります。
このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた所）を少し開け、半日から
１日程度、「強」運転をしてください。

2

運転準備

運転

消火の手順

試運転

据付け後の確認

据付け・移設について

●積雪の多い地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してください。
　また、風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不完全燃焼を起こすことがあります。

積雪地区における注意

●長年ご使用のＦＦ式ストーブの点検を！ ●ＦＦ式ストーブの補修用性能部品の
　保有期間は、製造打切り後７年です。

ご使用の際
このようなことは
ありませんか

●油もれする。
●点火しにくい。
●強いにおいがする。
●炎が異常に黄色い。
●運転中異常な音がする。
●その他の異常・故障がある。

故障や事故防止のため、
コンセントから電源プラグ
を抜いて、必ず販売店に
点検・修理をご依頼
ください。

ご使用
中止

型　　　　式

お買い求め店名

お買い求め年月日 　年　　　月　　　日

（電話番号）（　　　　　）　　　　－

お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。
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本　　社　〒467-0855
名古屋市瑞穂区桃園町 5 番 17 号
フリーコール 0120-104-154
 TEL 〈052〉 822-1144
 FAX 〈052〉 822-2742

ホームページ　http://www.toyotomi.jp

愛情点検


